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Annex 7-8 Mau Forests Complex Map with Alternative Alignments 
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Annex 7-9 Field Report of JICA Survey Team 
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Annex 7-10  Location Map of Public Consultation Meetings 
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Annex 7-11  Location Map of the Affected Residential Structures 
Summary Results of the Topographic Survey 

 
（本図に示された影響構造物は、調査現場にて確認された住居用および 

非住居用構造物全てを含み、影響構造物の概略数を示すものである。一方 7.4.5 節の 
地形調査結果は現地調査で記録された影響構造物の種別データに基づき、意図的に 
非住宅用構造物を取り除いているため、本図の数値より若干少なくなっている。） 
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Annex 7-12  Newspaper Advertisement on NEMA’s Information Disclosure of the EIA 
Report 
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7-
18

7 

A
nn

ex
 7

-1
3 

JB
IC

 E
nv

ir
on

m
en

ta
l C

he
ck

lis
t N

o.
 1

4 
 

分
類

 
環
境
項
目

 
主
な
チ
ェ
ッ
ク
事
項

 
環
境
配
慮
確
認
結
果

 

①
 環

境
影
響
評
価
報
告
書
（

EI
A

レ
ポ
ー
ト

)等
は
作

成
済
み
か
。

 
EI

A
報
告
書
は

20
09

年
12

月
22

日
に
最
終
化
さ
れ
て
、

N
EM

A
に

20
09

年
12

月
29

日
に
提
出
さ

れ
て
い
る
。

 
②

 E
IA

レ
ポ

ー
ト

等
は

当
該

国
政

府
に

よ
り

承
認

さ

れ
て
い
る
か
。

 
EI

A
の
承
認
は
、
最
短
で

20
10

年
2
月
中
旬
を

想
定
し
て
い
る
。

 

③
 E

IA
レ

ポ
ー

ト
等

の
承

認
は

無
条

件
か

。
付

帯
条

件
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
条
件
は
満
た
さ
れ
る
か
。

 
付
帯
条
件
に
つ
い
て
は
、

EI
A

承
認
が
予
定
さ
れ
て
い
る

20
10

年
2
月
中
旬
以

降
に
承
認
レ
タ
ー
に
よ

り
明
確
に
な
る
予
定
。

 

(1
) 

EI
A

及
び

環
境
許
認
可

 

④
 上

記
以

外
に

、
必

要
な

場
合

に
は

現
地

の
所

管
官

庁
か
ら
の
環
境
に
関
す
る
許
認
可
は
取
得
済
み
か
。

 
特
に
な
し
。

 

①
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

お
よ

び
影

響
に

つ
い

て
、

情
報

公
開

を
含

め
て

地
域

住
民

に
適

切
な

説
明

を
行

い
、
理
解
を
得
る
か
。

 

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、

11
-1

2
会

場
に

お
い

て
３

段
階

で
実

施
さ

れ
た

。
第

１
段

階

（
事
前
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、

20
09

年
8
月

21
日
～

20
09

年
8
月

29
日
に

11
会

場
で
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
、

Fo
cu

se
d 

G
ro

up
 D

is
cu

ss
io

n（
FG

D
）
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

 
第
２
段
階
（
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
時
）
は

20
09

年
9
月

28
日
～

20
09

年
10

月
4
日
に

12
会
場
に
お
い
て

住
民

協
議

（
パ

ブ
リ

ッ
ク

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

）
と

し
て

開
催

さ
れ

、
第

２
段

階
（

D
FR

作
成

時
）

は
、

20
09

年
10

月
26

日
～

20
09

年
10

月
31

日
に
住

民
協
議
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

 
な
お
、
第

2～
3
段
階
の
住
民
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
議
事
録
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

ES
IA

報
告

書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、

1
会
場
を
除
く
）
。

 
住

民
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

概
ね

の
理

解
は

、
住

民
協

議
で

の
情

報
公

開
・

協
議

に
よ

り
概

ね
得

ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
補
償

・
住
民
移
転
に

つ
い
て
は

R
A

P
調
査
に
お
け

る
住
民
協

議
で
情
報
が
公
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 
更
に
、

N
EM

A
で
の

ES
IA

報
告

書
の
公
開
期
間
は

20
10

年
1
月

19
日
よ
り
最
低

30
日
間
と
な
っ
て

い
る
。

 

1 
許
認
可
・

説
明

 

(2
) 
地

域
住

民

へ
の
説
明

 

②
 住

民
お

よ
び

所
管

官
庁

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
に

対
し

て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
か
。

 
住
民
、

EI
A
審
査
を
担
当
す
る
関

連
機
関
（

Le
ad

 A
ge

nc
ie

s）
へ
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
は
、
ケ
ニ
ア
国

の
EI

A
規
則
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
情
報
公
開
期
間
に

N
EM

A
及
び

K
PL

C
に

よ
っ
て
適
切
に
対
応
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

2 
汚
染
対
策

 
(1

) 
水
質

 

①
 盛

土
部

、
切

土
部

等
の

表
土

露
出

部
か

ら
の

土
壌

流
出
に
よ
っ
て

周
辺
河
川
下
流

水
域
の
水
質
が

悪
化
し

な
い
か
。
水
質

悪
化
が
生
じ
る

場
合
、
対
策
が

用
意
さ

れ
る
か
。

 

建
設
中
に
お
け
る
土
壌
流
出
の
可
能
性
、
水
質
の
悪
化
の
可
能
性
は
予
測
さ
れ
て
い
る
。

 
ES

IA
報
告
書
で

適
切
な
緩
和
策

が
EM

P
で
概
ね

提
案
さ
れ
て
い
る
。
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分
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環
境
項
目

 
主
な
チ
ェ
ッ
ク
事
項

 
環
境
配
慮
確
認
結
果

 

3 
自
然
環
境

 
(1

) 
保
護
区

 

①
 サ

イ
ト

は
当

該
国

の
法

律
・

国
際

条
約

等
に

定
め

ら
れ
た
保
護
区

内
に
立
地
し
て

い
な
い
か
。
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
保
護
区
に
影
響
を
与
え
な
い
か
。

 

O
lk

ar
ia
－

Le
ss

os
間
は
、

H
el

l’s
 G

at
e
国
立
公
園
内
の
第

2O
lk

ar
ia
地
熱
発
電
所
を
起
点
と
し
て
い
る
。

し
か

し
な

が
ら

、
既

存
送

電
線

が
既

に
同

公
園

内
を

通
っ

て
い

る
た

め
、

影
響

は
小

さ
い

と
考

え
ら

れ

る
。

 
O

lk
ar

ia
－

Le
ss

os
間

に
お

い
て

、
N

ak
ur

u
湖

国
立

公
園

南
部

を
通

過
す

る
予

定
だ

が
、

公
園

外
を

通
過

す
る
た
め
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
更

に
、

O
lk

ar
ia
－

Le
ss

os
間

の
A

lte
rn

at
iv

e-
１

は
、

保
護

区
で

あ
る

M
ou

nt
 L

on
di

an
i、

Ti
m

bo
ro

a、
N

ab
ko

i、
N

or
th

er
n 

Ti
nd

er
et

 F
or

es
t 

R
es

er
ve

s
の
一
部
を
通
過
す
る
。
し
か
し
、
新
規
送
電
線
は
既
存

送
電
線
に
概
ね
併
設
さ
れ
る
た
め
、
伐
採
に
よ
る
環
境
影
響
は
最
小
限
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
(2

) 
生
態
系

 

①
 サ

イ
ト

は
原

生
林

、
熱

帯
の

自
然

林
、

生
態

学
的

に
重
要
な
生
息

地
（
珊
瑚
礁
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

湿
地
、

干
潟
等
）
を
含
ま
な
い
か
。

 

動
植
物
専
門
調
査
で
は
、

Ti
m

bo
ro

a 
Fo

re
st

内
に
お
い
て

4-
5k

m
程
度
の
自
然
林
が
影
響
を
受
け
る
と

予
測

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
ケ

ニ
ア

森
林

局
（

K
W

F）
に

よ
る

と
、

A
lte

rn
at

iv
e-
１

の
送

電

線
が
通
過
す
る

M
au

複
合
林
の

北
部
の
保
護
林
の
多
く
は
外
来
種
を
植
林
し
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
林

が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

 
 

②
 サ

イ
ト

は
当

該
国

の
法

律
・

国
際

条
約

等
で

保
護

が
必
要
と
さ
れ
る
貴
重
種
の
生
息
地
を
含
ま
な
い
か
。

動
植
物
専
門
調
査
で
は
、

IU
C

N
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る

Pr
un

us
 A

fr
ic

an
a 

(R
ed

 
St

in
kw

oo
d：

ht
tp

://
w

w
w.

iu
cn

re
dl

is
t.o

rg
/a

pp
s/

re
dl

is
t/d

et
ai

ls
/3

36
31

/0
 )
が

Lo
nd

ia
ni

, 
M

au
 S

um
m

it 
an

d 
Ti

m
bo

ro
a 

Fo
re

st
sに

て
特
定
さ
れ
て
い
る
。

 

 
 

③
 生

態
系

へ
の

重
大

な
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
場

合
、

生
態
系
へ
の
影
響
を
減
ら
す
対
策
は
な
さ
れ
る
か
。

 
ES

IA
で
は
、
不

必
要
な
伐
採
の
回
避
、

K
FS

の
植
林
な
ど
の
活
動
の
た
め
に
森
林
資
源
の
損
失
へ
の
補

償
支
払
い
な
ど
が
軽
減
策
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。

 

3 
自
然
環
境

 
 

④
 野

生
生

物
及

び
家

畜
の

移
動

経
路

の
遮

断
、

生
息

地
の
分
断
等
に
対
す
る
対
策
は
な
さ
れ
る
か
。

 
新

規
送

電
線

が
通

過
す

る
保

護
区

の
多

く
は

栽
培

林
で

あ
り

、
既

存
送

電
線

の
通

行
権

（
w

ay
le

av
e）

に
沿

っ
て

い
る

た
め

、
新

規
の

動
物

の
移

動
経

路
の

遮
断

、
生

息
地

の
分

断
は

想
定

さ
れ

て
い

な
い

。

ま
た

、
移

動
す

る
貴

重
種

な
ど

の
野

生
動

物
は

特
定

さ
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
家

畜
は

送
電

線
下

を
移

動

で
き
る
た
め
、
影
響
は
小
さ
い
と
想
定
さ
れ
る
。

 

 
 

⑤
 開

発
に

伴
う

森
林

破
壊

や
密

猟
、

砂
漠

化
、

湿
原

の
乾
燥
等
は
生

じ
な
い
か
。
外

来
種
（
従
来
そ

の
地
域

に
生

息
し

て
い

な
か

っ
た

種
）
、

病
害

虫
等

が
移

入

し
、
生
態
系
が

乱
さ
れ
な
い
か

。
こ
れ
ら
に
対

す
る
対

策
は
用
意
さ
れ
る
か
。

 

上
記
の
理
由
に
よ
り
、
森
林
破
壊
、
密
漁
、
砂
漠
化
、
湿
原
の
乾
燥
な
ど
は
生
じ
な
い
。

 
ま

た
、

外
来

種
の

病
害

虫
に

よ
る

生
態

系
へ

の
影

響
は

想
定

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
同

影
響

に
対

す
る

緩
和
策
を
必
要
と
し
な
い
。

 

 
 

⑥
 未

開
発

地
域

に
建

設
す

る
場

合
、

新
た

な
地

域
開

発
に
伴
い
自
然
環
境
が
大
き
く
損
な
わ
れ
な
い
か
。

 
自

然
環

境
へ

の
影

響
は

あ
る

が
、

新
規

開
発

さ
れ

る
面

積
は

小
さ

い
た

め
、

同
影

響
は

僅
か

で
あ

る
と

想
定
さ
れ
る
。

 

 
(3

) 
地

形
・

地

質
 

①
 送

電
線

ル
ー

ト
上

に
土

砂
崩

壊
や

地
滑

り
が

生
じ

そ
う
な
地
質
の

悪
い
場
所
は
な

い
か
。
悪
い
場

合
は
工

法
等
で
適
切
な
処
置
が
考
慮
さ
れ
る
か
。

 

計
画

ル
ー

ト
に

お
け

る
地

質
は

様
々

で
あ

り
、

軟
弱

地
盤

（
例

：
K

is
um

u 
Su

b-
st

at
io

n
の

南
部

）
や

急

勾
配
（
例
：

N
an

di
 E

sc
ar

pm
en

t）
が
存
在
す
る
。

 
K

PL
C
の
鉄
塔
基

礎
は
、
地
形
・
地
質
の
状
況
を
考
慮
し
て
適
切
に
設
計
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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分
類

 
環
境
項
目

 
主
な
チ
ェ
ッ
ク
事
項

 
環
境
配
慮
確
認
結
果

 

 
 

②
 盛

土
、

切
土

等
の

土
木

作
業

に
よ

っ
て

、
土

砂
崩

壊
や
地
滑
り
は

生
じ
な
い
か
。

土
砂
崩
壊
や
地

滑
り
を

防
ぐ
た
め
の
適
切
な
対
策
が
考
慮
さ
れ
る
か
。

 

切
土

は
限

ら
れ

た
地

域
に

置
い

て
必

要
と

さ
れ

る
が

、
土

砂
崩

壊
や

地
滑

り
を

防
ぐ

適
切

な
緩

和
策

が

設
計
時
に
考
慮
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

 
 

③
 盛

土
部

、
切

土
部

、
土

捨
て

場
、

土
砂

採
取

場
か

ら
の
土
壌
流
出

は
生
じ
な
い
か

。
土
砂
流
出
を

防
ぐ
た

め
の
適
切
な
対
策
が
な
さ
れ
る
か
。

 

土
壌

流
出

は
、

工
事

中
に

お
い

て
暫

定
的

な
ア

ク
セ

ス
道

路
、

土
砂

採
取

場
、

土
捨

て
場

で
発

生
す

る

可
能
性
が
あ
る
。
土
壌
流
出
に
お
け
る
軽
減
策
は

ES
IA

の
EM

P
に
よ
っ
て
提
案

さ
れ
て
い
る
。

 

4 
社
会
環
境

 
(1

) 
住
民
移
転

 

①
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
伴

い
非

自
発

的
住

民
移

転
は
生
じ
な
い

か
。
生
じ
る
場

合
は
、
移
転
に

よ
る
影

響
を
最
小
限
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
る
か
。

 

非
自

発
的

住
民

移
転

が
生

じ
る

予
定

で
あ

る
。

JI
C

A
調

査
団

の
地

形
調

査
結

果
で

は
、

最
低

で
も

33
0

戸
の

住
宅

用
構

造
物

が
特

定
さ

れ
て

い
る

。
具

体
的

な
移

転
世

帯
数

、
影

響
の

度
合

い
な

ど
に

つ
い

て
、

K
PL

C
の

R
A

P
調
査
に
よ
っ

て
確
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 
な
お
、

20
09

年
7～

9
月
に
実
施

し
た
同
地
形
調
査
で
約

47
0
戸

の
住
居
用
構
造
物
が
当
初
特
定
さ
れ
た

た
め
、

20
09

年
9
月

19
～

21
日

の
現
地
調
査
に
よ
り
、

JI
C

A
調

査
団
、
地
形
調
査
メ
ン
バ
ー
、

K
PL

C
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
ら

に
よ

り
路

線
計

画
が

見
直

さ
れ

、
そ

の
結

果
、

移
転

対
象

住
居

用
構

造
物

は
33

0
戸

ま
で
削
減
し
た
。

 

 
 

②
 移

転
す

る
住

民
に

対
し

、
移

転
前

に
移

転
・

補
償

に
関
す
る
適
切
な
説
明
が
行
わ
れ
る
か
。

 
現
在
、

K
PL

C
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

R
A

P
調
査

内
（

20
10

年
2
月
末
終
了
予
定
）
で
移
転
対
象
者
と
の

住
民
協
議
に
お
い
て
適
切
な
移
転
・
補
償
の
提
案
、
説
明
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

 
 

③
 住

民
移

転
の

た
め

の
調

査
が

な
さ

れ
、

正
当

な
補

償
、
移
転
後
の

生
活
基
盤
の
回

復
を
含
む
移
転

計
画
が

立
て
ら
れ
る
か
。

 

策
定
中
。
正
当
な
補
償
・
移
転
後
の
生
計
回
復
策
を
含
む
住
民
移
転
計
画
は
、

20
09

年
11

月
～

20
10

年

2
月
で
実
施
さ
れ
る

R
A

P
調
査
に

よ
っ
て
策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

 
 

④
 移

転
住

民
の

う
ち

特
に

女
性

､
子

供
､
老

人
､
貧

困

層
､
少

数
民

族
・

先
住

民
族

等
の

社
会

的
弱

者
に

適
切

な
配
慮
が
な
さ
れ
た
計
画
か
。

 

ケ
ニ
ア
国
で
は
、
通
常
世
界
銀
行

の
O

P
に
従
っ
て

R
A

P
が
策
定
さ
れ
る
た
め
、
社
会
的
弱
者
に
対
し

て
の
配
慮
は
、
世
界
銀
行
の
非
自
発
的
住
民
移
転
に
係
る

O
P4

.1
2
に
従
っ
て
適
切
に
実
施
さ
れ
る
。

 

 
 

⑤
 移

転
住

民
に

つ
い

て
移

転
前

の
合

意
は

得
ら

れ
る

か
。

 
住
民
移
転
計
画
に
つ
い
て
は
、

20
10

年
1
月

/2
月
に
開
催
予
定
の
住
民
協
議
を
通
し
て
概
ね
得
ら
れ
る

予
定

で
あ

る
。

た
だ

し
、

個
別

の
移

転
世

帯
と

の
補

償
・

移
転

に
か

か
る

合
意

に
つ

い
て

は
、

R
A

P
調

査
後
、
移
転
前
に
取
得
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
 

⑥
 住

民
移

転
を

適
切

に
実

施
す

る
た

め
の

体
制

は
整

え
ら
れ
る
か
。

十
分
な
実
施
能

力
と
予
算
措
置

が
講
じ

ら
れ
る
か
。

 

K
PL

C
の
実
施
す
る

R
A

P
調
査
に
て
、
移
転
を
担
当
す
る
外
部
の
関
係
者
を
含
め
た
組
織
体
制
が
提
案

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

K
PL

C
内
部
組
織
と
し
て
は
、
移
転
担
当
チ
ー
ム
が
既
に
設
立
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、

K
ET

R
A

C
O
に
お
い
て
も
同
様
の
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
実
施
能
力
と

予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、
今
後

R
A

P
で
提
案
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

K
ET

R
A

C
O

が
実
施
す
る
こ
と
に

な
る
。

 

 
 

⑦
 移

転
に

よ
る

影
響

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

計
画

さ
れ

る
か
。

 
K

PL
C

の
実
施

す
る

R
A

P
調

査
に
て
、
世
界
銀
行
の

O
P4

.1
2
に
基
づ
き
、
移
転
に
か
か
る
影
響
の
外

部
・

内
部

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

が
策

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

今
後

K
ET

R
A

C
O

が
提

案
さ

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
。

 
 

(2
) 
生

活
・

生
①

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
住

民
の

生
活

へ
の

悪
影

響
適

切
な

補
償

・
支

援
が

実
施

さ
れ

な
い

場
合

は
、

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

送
電

線
の

通
行

権
に

よ
っ

て
、
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配
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確
認
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計
 

は
な
い
か
。
必

要
な
場
合
は
影

響
を
緩
和
す
る

配
慮
が

行
わ
れ
る
か
。

 
土

地
所

有
者

及
び

土
地

利
用

者
へ

の
悪

影
響

（
耕

作
地

な
ど

の
喪

失
、

農
業

・
商

業
等

の
生

計
手

段
へ

の
悪
影
響
）
が
生
じ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
世
銀

O
.P

4.
12

に
従
っ
て
、

R
A

P
に
て
適
切
な
緩
和
策
が
提
案

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

 
 

②
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

伴
う

作
業

員
等

の
流

入
に

よ
り

、
病

気
の

発
生

（
H

IV
等

の
感

染
症

を
含

む
）

の
危
険
は
な
い

か
。
必
要
に
応

じ
て
適
切
な
公

衆
衛
生

へ
の
配
慮
は
行
わ
れ
る
か
。

 

適
切

な
緩

和
策

が
実

施
さ

れ
な

い
場

合
は

、
工

事
作

業
員

の
流

入
に

よ
り

、
H

IV
等

の
感

染
症

の
危

険

が
増

加
す

る
。

工
事

作
業

員
や

現
地

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
を

対
象

に
し

た
公

衆
衛

生
へ

の
配

慮
は

K
PL

C
の

ES
IA

の
EM

P
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
適
切
に
実
施
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

 

 
 

③
 鉄

塔
等

に
よ

る
電

波
障

害
は

生
じ

な
い

か
。

著
し

い
電
波
障
害
が

予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
適
切
な

対
策
が

考
慮
さ
れ
る
か
。

 

電
波
障
害
に
つ
い
て
は

K
PL

C
の
設
計
に
よ
っ
て
適
切
に
考
慮
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

4 
社
会
環
境

 
(3

) 
文
化
遺
産

 

①
 サ

イ
ト

周
辺

に
考

古
学

的
、

歴
史

的
、

文
化

的
、

宗
教
的
に
貴
重

な
遺
産
、
史
跡

等
は
な
い
か
。

あ
る
場

合
は
当
該
国
の

国
内
法
上
定
め

ら
れ
た
措
置
が

考
慮
さ

れ
る
か
。

  

送
電

線
の

路
線

は
、

JI
C

A
調

査
団

の
地

形
調

査
、

景
観

専
門

調
査

で
は

遺
跡

、
史

跡
等

は
特

定
さ

れ
て

い
な

い
。

地
域

的
な

宗
教

的
な

施
設

に
つ

い
て

は
、

墓
地

、
教

会
な

ど
が

特
定

さ
れ

て
い

る
。

詳
細

は

R
A

P
調
査
結
果

で
明
確
に
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 
更
に
、

ES
IA

で
は
工
事
中
に
遺
跡
な
ど
を
発
見
し
た
際
の
適
切
な
対
応
方
法
が
含
ま
れ
て
い
る
。

 

 
(4

) 
景
観

 

①
 特

に
配

慮
す

べ
き

景
観

へ
の

悪
影

響
は

な
い

か
。

必
要
な
対
策
は
取
ら
れ
る
か
。

 
送

電
線

は
景

観
に

悪
影

響
を

与
え

る
と

想
定

さ
れ

る
が

、
以

下
の

緩
和

策
が

当
初

提
案

さ
れ

た
。

JI
C

A
調

査
団

の
景

観
専

門
調

査
に

よ
っ

て
、

景
観

へ
の

影
響

は
中

規
模

か
ら

小
規

模
と

評
価

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

影
響

を
最

小
限

化
す

る
た

め
に

森
林

部
に

お
い

て
局

所
的

な
マ

イ
ナ

ー
な

迂
回

、
森

林
伐

採
の

最

小
化
等
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

 
1)
 
可
能
な
限
り
既
存
の
送
電
線
に
並
行
し
て
建
設
す
る
。

 
2)
 

N
ak

ur
u
湖
国
立
公
園
を
迂
回
す
る
。

 
3)
 

N
an

di
 E

sc
ar

pm
en

tの
麓
に

沿
っ
て
建
設
す
る
。

 

 
(5

) 
少

数
民

族
、
先
住
民
族

 

①
 ル

ー
ト
上
に

少
数
民
族
､
先
住

民
族
が
生
活
し

て
い

る
場
合
、
少
数

民
族
、
先
住
民

族
の
文
化
、
生

活
様
式

へ
の
影
響
を
軽
減

す
る
配
慮
が
な
さ
れ
る
か
。

 

社
会
経
済
専
門
調
査
で
は
、
送
電

線
計
画
地
で
は
先
住
民
族
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

K
PL

C
の
実
施
す

る
R

A
P
に
て
詳

細
の
影
響
が
特
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

 
 

②
 当

該
国

の
少

数
民

族
、

先
住

民
族

の
権

利
に

関
す

る
法
律
が
守
ら
れ
る
か
。

 
少

数
民

族
ま

た
は

先
住

民
族

の
権

利
に

関
す

る
法

規
は

ケ
ニ

ア
国

で
は

制
定

さ
れ

て
い

な
い

。
し

か

し
、
影
響
が
特
定
さ
れ
た
場
合
は
国
際
的
な
実
例
を
基
に

R
A

P
が
策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

(1
) 
工

事
中

の

影
響

 

①
 工

事
中

の
汚

染
（

騒
音

、
振

動
、

濁
水

、
粉

塵
、

排
ガ
ス
、
廃
棄

物
等
）
に
対
し

て
緩
和
策
が
用

意
さ
れ

る
か
。

 

工
事
中
の
悪
影
響
に
つ
い
て
は
、

K
PL

C
の

ES
IA

の
EM

P
内

で
適
切
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

K
PL

C
は
安
全
・

健
康
・
環
境
方
針
を
持
っ
て
お
り
、

1.
5.

10
節
の

Fa
ct

or
ie

s 
an

d 
ot

he
r P

la
ce

s 
of

 W
or

k 
(N

oi
se

 P
re

ve
nt

io
n 

an
d 

C
on

tro
l) 

R
ul

es
 2

00
5
中
で
、
工
事
中
の
騒
音
の
許
容
レ
ベ
ル
を

90
dB

(A
)と

設

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

N
EM

A
の
騒
音
基
準
に
追
加
し
て
、
同
規
定
も
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

5 
そ
の
他

 

 
②

 工
事

に
よ

り
自

然
環

境
（

生
態

系
）

に
悪

影
響

を

及
ぼ
さ
な
い
か

。
ま
た
、
影
響

に
対
す
る
緩
和

策
が
用

意
さ
れ
る
か
。

 

動
植
物
専
門
調
査
結
果
か
ら
、
生
態
系
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

K
PL

C
の

ES
IA

に

お
い
て
適
切
な
緩
和
策
が
概
ね
提
言
さ
れ
て
い
る
。
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③

 工
事

に
よ

り
社

会
環

境
に

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

か
。

ま
た

、
影

響
に

対
す

る
緩

和
策

が
用

意
さ

れ
る

か
。

 

社
会

環
境

影
響

に
つ

い
て

は
通

行
権

取
得

に
よ

る
土

地
利

用
の

喪
失

、
住

民
移

転
、

生
計

手
段

へ
の

影

響
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、

K
PL

C
の
実
施
す
る

R
A

P
に
て
適
切
な
緩
和
策
が
提
案
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

 

 
④

 必
要

に
応

じ
、

作
業

員
等

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係

者
に
対
し
て
安

全
教
育
（
交
通

安
全
・
公
衆
衛

生
等
）

を
行
う
か
。

 

ES
IA

の
EM

P
で
は
、
衛
生
・
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
ケ
ニ
ア
国
規
制
、

K
PL

C
の
安
全
・
健

康
・
環
境
方
針
に
従
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の

EM
P

に
従
っ
て
、
安
全
教
育
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

 
(2

) 
モ

ニ
タ

リ

ン
グ

  

①
 上

記
の

環
境

項
目

の
う

ち
、

影
響

が
考

え
ら

れ
る

項
目
に
対
し
て

、
事
業
者
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
が

計
画
・

実
施
さ
れ
る
か
。

 

ES
IA

の
EM

P
内

で
、

重
要

ま
た

は
不

確
定

の
負

の
影

響
に

対
し

て
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

計
画

さ
れ

て
お
り
、
事
業
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

5 
そ
の
他

 
 

②
 当

該
計

画
の

項
目

、
方

法
、

頻
度

等
は

適
切

な
も

の
と
判
断
さ
れ
る
か
。

 
ES

IA
の

EM
oP

で
提
案
さ
れ
て
い
る
測
定
を
必
要
と
す
る
項
目
（
水
質
、
騒
音
）
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
項
目
、
手
法
、
頻
度
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
改
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
 

③
 事

業
者

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
（

組
織

、
人

員
、

機
材
、
予
算
等

と
そ
れ
ら
の
継

続
性
）
は
確
立

さ
れ
る

か
。

 

一
部
未
策
定
。
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
予
算
は

ES
IA

の
EM

oP
内
で
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
組
織
、

人
員
、
機
材
に
つ
い
て
は
提
案
さ
れ
て
い
な
い
。

K
PL

C
で
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
組
織
・
人
員
に
つ
い
て

は
、
本
調
査
レ
ポ
ー
ト
の
第

7.
7
節
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
事
業
者
は

K
ET

R
A

C
O

と
な
る
た

め
、

K
ET

R
A

C
O
で
も
同
様
の

EI
A
及
び

R
A

P
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
組
織
が
編
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
 

④
 事

業
者

か
ら

所
管

官
庁

等
へ

の
報

告
の

方
法

、
頻

度
等
は
規
定
さ
れ
て
い
る
か
。

 
ケ
ニ
ア
国
の

EI
A

規
則
に
よ
り
、
実
施
者
は
、
供
用
後

12
ヶ
月
ま
た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
後

24
ヶ

月
の

い
ず

れ
か

早
い

時
期

に
環

境
監

査
を

実
施

す
る

よ
う

に
N

EM
A

に
よ

っ
て

義
務

付
け

ら
れ

て
い

る
。

 

6 
留
意
点

 
環

境
チ

ェ
ッ

ク

リ
ス

ト
使

用
上

の
注
意

 

①
 必

要
な

場
合

に
は

、
越

境
ま

た
は

地
球

規
模

の
環

境
問

題
へ

の
影

響
も

確
認

す
る

。
（

廃
棄

物
の

越
境

処

理
、
酸
性
雨
、

オ
ゾ
ン
層
破
壊

、
地
球
温
暖
化

の
問
題

に
係
る
要
素
が
考
え
ら
れ
る
場
合
等
）

 

越
境
ま
た
は
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
直
接
的
な
影
響
は
な
い
。

 

注
１

）
 

表
中

『
当

該
国

の
基

準
』

に
つ

い
て

は
、

国
際

的
に

認
め

ら
れ

た
基

準
と

比
較

し
て

著
し

い
乖

離
が

あ
る

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

対
応

策
を

検
討

す
る

。
当

該
国

に
お

い
て

現
在

規
制

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
項

目
に

つ

い
て

は
、

当
該
国
以

外
（
日

本
に
お
け

る
経
験

も
含
め

て
）

の
適

切
な

基
準

と
の

比
較

に
よ

り
検

討
を

行
う

。
 

注
２

）
 

環
境

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト
は
あ

く
ま
で

も
標
準
的

な
環

境
チ

ェ
ッ

ク
項

目
を

示
し

た
も

の
で

あ
り

、
事

業
お

よ
び

地
域

の
特

性
に

よ
っ

て
は

、
項
目
の

削
除
ま

た
は
追
加

を
行
う
必

要
が
あ

る
。
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